
棡葉窪で見られる滝

植物観察におすすめの横沢入
長年、伊奈石を掘り続けて深
さ 15 ｍの穴ができた。水が
たまるのでモリアオガエルが
木の枝に卵を産む。水面まで
の高さは 10 ｍ以上。

テーダマツの林みくり池

石山の池

ミクリは「実栗」と書く
が実は栗というより「こ
んぺいとう」のようだ。

アメリカ原産の松で
松ボックリは大きく、
松枯れは少ない。

杉の大木の穴に、昔はブッ
ポウソウが巣を作っていた
が、今はムササビがいる。

欠けた伊奈石の石臼が護
岸の石垣に使われている。

ハルニレ

北国に多い木。
（高尾公園には直径

60㎝の大木がある）

ハンノキ

湿地に生える木で
昔は横沢入にたく
さんあったと思わ
れるが、今は一本
だけある。

陽だまりでは冬で
もタチツボスミレ
などが咲いている

ショウブを巣材
にしたカヤネズ
ミの巣

横沢入のカヤネズミの巣材は、イ
ネ科植物の他、ガマやミクリも使
う。なかには香りの強いショウブ
で作った巣もある。

武蔵五日市駅へ

まっすぐな尾根道
拠点施設
トイレ、水がある。
伊奈石も置いてある。

※武蔵増戸駅から歩いて 25 分

横沢入は、2006 年に東京都初
の里山保全地域に指定され、行
政と各種ボランティア活動によ
り維持管理されている。水田が
復元され、谷津田跡には四季
折々に湿性の花が咲く。

1933 年に原寛氏により発見された。
葉に毛が密生しているのが特徴。花は
5 月頃咲き、クリーム色から
赤紫色に変わる。

刈 ら れ る と 花 期 が
長くなりやすい。

横沢入では、この他にネコノ
メソウ、チダケサシ、ガマ、ハッ
カ、コバギボウシ、イヌゴマ
などが湿地に咲いている。
かつてはカワラナデシコやワ
レモコウもあった。

10 月初めから中頃にかけ
てツリフネソウとミゾソ
バが花畑のようになる。

誰かが植えたらしい
キショウブが増えて
いる。

横沢入のオグルマは花弁が短い。

ユウガギク

伊奈石の加工場跡の石の隙間は、ヘビやネズミなど生
き物のすみかになっている。原始的な虫のガロアムシ
も見つかる。

刈寄山で発見されたカリヨセウツギ

雑木林を彩るカタクリ
　切欠のカタクリは、都内有数の群生地で、毎年一万数千の花が咲く
が結実するものは少なく一割程。雑木林が利用されていた頃は林の縁
にあったという。林に人が入らなくなって林内に増えてきた。雪国か
ら来た人は「花は小さいし色は淡いね」などと話していたが 2001 年
3 月末の積雪では切欠のカタクリが雪国と同じように見えた。

昔の自然を伝える神社の森
　雨武主神社は、秋川丘陵の 190 ｍの高さにあり、北面にスギ・
ヒノキが多く広い境内を持つ。モミ・ツガの大木もありツガの密
度の高いところもある。丘陵でのツガ林は都内ではここだけで神
域として長年守られてきた。
　馬頭刈尾根の東にある高明山には、神社跡までの参道に 100 ｍ
以上にわたりスギ・ヒノキ・モミの大木の並木があり、高さ 750
ｍ付近にはブナが数本ある。ブナは山地を代表する木で、この付

近がブナ林だったとも
考えられる。

以前あったカワラナデシコとワレモコウ

一度は行きたい身近な渓谷 盆堀川流域

盆堀川流域の沢は短いながらも滝があり、沢登りの初心者コースとして知られている。
渓谷の春は、ミソサザイがさえずり、水際の岩にはヒメレンゲやナルコスゲが咲く。
夏の涼感、秋の紅葉も渓谷ならではのものである。

西日本に多い
キジノオシダが
棡
ゆずりはくぼ

葉窪に生えている。

林道は日当たりが
良いので花が多い。

小さな滝のわりに大きな
滝壺がいくつかある。

※おう穴（ポットホール）
増水時に窪みに石が
入って、回転して
穴をあける。

おう穴（ポットホール）状の滝壺

棡
ゆずりはくぼ

葉窪の砂岩や泥岩は、比較的柔らか
く均質で、滑らかに削られたり、滝壺
を残して後退した滝が 2 ～ 3 ある。

山頂付近は木を切って
眺めをよくしてある。
日当たりがよく、ハギ
アザミ・リュウノウギ
クなど花が多い。

このあたりの谷は
深く尾根は細い。

市 内 の 山 で は 標 高
650m 付 近 か ら ミ ズ
ナラが自生している
が、臼杵山周辺では
800m を 超 え て も な
ぜかミズナラがない。オリゾクナイ沢にあ

る 17 ｍ の 様
さ ま き

木 滝。
洗濯板のような滝。

盆堀川流域最大の 25 ｍ
の滝。懸崖の滝で水量少
なく滝壺はない。

ナルコスゲ

ヒメレンゲ

イワタバコ

渓流の花

トネアザミ

ネコハギ

オトコエシ ノコンギク

リンドウ

刈寄川

採石場

採石場

本田日蔭峰石立の頭

あずま屋
金堀沢

刈寄山 687 ｍ

棡
ゆずりはくぼ

葉窪

高萱尾根

三郎ノ岩道窪

グミ尾根

中山沢

檜原村

林道

伝名沢

石仁田沢

市道山 795 ｍ

臼杵山 842 ｍ

市内の川原で出会う植物・動物

羽村大橋から永田橋は多摩川の中でも
自然は豊かで以前から生態系学術調査
が行われている。カワラノギクの復元
事業も行われている。 玉川上水で水を取られ

た 多 摩 川 は、 秋 川 と 平
井川で水量が回復する。

平井川の蛇行は多摩川が影
響しているという。

平井川沿いには湧水・井戸が
あり、崖地の林、北向き斜面
にカタクリ、ニリンソウなど
の春植物（2 月～ 5 月の期間
だけ姿を見せる）が自生する。

多摩川最大のカワラノギク
群生地だったが今はススキ
やオギに覆われた。

夜の野球場に毎年
11 月頃ヤマシギが
5 ～ 6 羽来ていた。

上流から種子が流下した植物
（ニッコウキスゲ、シラネセンキュウ）

移入魚類（カワムツ、ムギツク）

アユと共に琵琶湖水系から入った。

1990 年頃から秋川にも群れが来るようになった。

アオサギ
最近増えて渓流

にもいる。

秋川と多摩川の合流点
から山田大橋まで毎年
25 羽前後のオオヨシ
キリが飛来する。

川に飛来する水鳥は、昔よりはるかに減った。
オナガガモ、ヒドリガモ、ハマシギなど。

ヨシ原・草原の鳥

雨武主神社

ツガの林
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カワラバッタ

オナガガモ

ヒドリガモ

サイカチの大木
ニッコウキスゲ

シラネセンキュウ

ムギツク

カワムツ 昔より姿を見ることが
少なくなった底生魚。
　　　　　（ギバチ、カマツカ）

ギバチ

カマツカ

カルガモ コガモ

カワセミ
ゴイサギ

ダイサギ

セッカ

オオヨシキリ

カワラと名のつく植物の生え方
（カワラハハコはほとんど見られない）

平井川

多摩川

秋川

タチツボスミレ

キショウブ

ツリフネソウ

ミゾソバ

ガロアムシ

カワラナデシコ
ワレモコウ

モリアオガエルの卵

ミクリ

大悲願寺

草堂の入

富田の入

下の川

道標

宮田東

荒田の入

天竺山 310m

三内神社

ツガ

ブナ

千ヶ沢

盆堀川

カワウ

　大

気

大

　気

動物

植物

大地
（地質・地形・水）

武蔵増戸駅へ

東秋川橋

東秋留橋

多西橋

多摩橋

五日市線

睦橋

永田橋

シュンラン

カントウタンポポ

タチツボスミレ

ヤマザクラ

フジ

ドクダミ

ノアザミ

ユウガギク

アキノタムラソウ

オカトラノオ

ヤブカンゾウ

ネム

オグルマ

ノハラアザミ

ススキ

クズ

ツリフネソウ

ヒガンバナ

ノコンギク

ミゾソバ

知って

守ろう

あきる野

の自然
トウキョウサンショウウオ

　市内草花地区で最初に発見された

サンショウウオ。里山を代表する生

き物だが、近年、産卵場所となる湧

水の水溜りと、生活場所となる周囲

の林床が激減しているため、絶滅の

危機に瀕している。（環境省絶滅危

惧Ⅱ類、東京都絶滅危惧ⅠＢ類）

ヤマネ　　

　市内で天然記念物のヤマネが初めて撮影さ

れ、20数年ぶりに生息が確認された（2011年

6月）。森林にすむ夜行性の哺乳類。樹洞や落

ち葉の下などで体を丸くして冬眠する。（環境

省準絶滅危惧）

左：平井川（尾崎橋上流）　　右：網代の田んぼ

深
み

山
やま

の自然

人里の自然

カヤネズミ

　河原や休耕田などのカヤ原に生息

する世界最小クラスのネズミ。オギ

やススキの葉を編んで丸い巣を作

り、その中で子育てをする。平井川、

秋川、横沢入等で確認されている。

（東京都絶滅危惧Ⅱ類）

                    　　　　　　　　　クマタカ

　主に山地帯に生息し、森林内や伐採地などで中型の哺乳類

や鳥類、爬虫類を捕食する猛禽類。市内では青梅、檜原、八

王子との境界の山沿いで生息が確認されている。個体数が少

なく、非常に貴重な鳥類である。（環境省絶滅危惧ⅠＢ類）

　　　　　　　　　　　　　モモンガ

　夜行性のリスの仲間で、樹上で生活し、木の葉、実、

芽などを食べる。前足と後足の間にある飛膜を使っ

て木々の間を滑空する。同じ仲間のムササビに比べ

て体重は1/10ほどで、滑空距離も短い。個体数が少

なく、市内では西部の山沿いで確認されている。

オオムラサキ

　日本の国蝶。初夏の雑木林を探索す

ると、運が良ければ紫色の翅（はね）

を輝かせたこの蝶に出会うことができ

る。幼虫の食草はエノキで、成虫は雑

木林の樹液に集まる。市内で局地的に

生息する。（環境省準絶滅危惧）

大岳沢
ナガレタゴガエル　　

　アカガエルと同じ姿をしているが、繁殖期になると

水中に入り、皮膚がブヨブヨ状態の身体に変化する。

これは水中で皮膚呼吸をしやすくするためである。市

内では、2～3月に盆堀川、御岳沢、大岳沢で観るこ

とができる。

１．あきる野の自然の魅力

　あきる野市は、都内でも有数の自然環境に恵まれた市

です。

　養沢川・盆堀川上流域には、人里離れた深山の自然が

残り、ツキノワグマ、ニホンカモシカなどの大型の哺乳

類が確認され、森林性の猛禽類であるクマタカや愛らし

い姿で人気のあるヤマネも生息しています。

　また、ナガレタゴガエルやムカシトンボなど渓流に特

有な生き物が生息し、絶滅が心配される生き物たちの貴

重な生息場所になっています。

　一方、市街地周辺では宅地や道路の開発が

進み、年々自然環境は変化していますが、秋川・

平井川周辺、草花丘陵、秋留台地には、比較

的豊かな里山の自然環境が残されています。

　そこには、トウキョウサンショウウオ、ア

カハライモリ、トウキョウダルマガエル、オ

オタカ、キツネ、ノウサギなど、昔から人里

近くで暮らしてきた生き物が生息しています。

都区内では都市化に伴い絶滅してしまった

数々の里山の生き物たち。市内に残された里

山の環境が、こうした生き物たちの貴重な生

息場所になっています。

オオタカ

　丘陵地で繁殖し、田畑や河川沿いで

狩りをする代表的な里山の猛禽類。里

山の生態系を維持する上で重要な生き

物である。（環境省準絶滅危惧、東京

都絶滅危惧Ⅱ類）
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2.市民から寄せられた動物の目撃情報

　平成22年9月から市民のみなさんにチラシやポスターで呼びかけて、動物の目撃情報を寄せていただきました。全戸配布し

たチラシは「哺乳類」「両生類」「ヘビ類」「鳥類」「昆虫類」の5種です。たいへん多くの方から目撃情報をお寄せいただき、貴

重なデータを集めることができました（下図は、平成23年10月までの情報を分類別にまとめたものです）。　

●　哺乳類　　●　両生類

●　ヘビ	●　鳥類	●昆虫類　

動物の目撃情報
＊この図は目撃情報で必ずしも分布状況を示すものではありません
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昆虫類 ヘビ類

哺乳類両生類

目撃情報の件数

鳥類

　民家の庭先や農地

の片隅に置かれた風

呂桶や土管、ベラン

ダに置かれた鉢など、

小さな水たまりで、

トウキョウサンショ

ウウオ、モリアオガ

エル、トンボなどが

繁殖している例が見受けられます。中には、毎年産卵

に来る生き物のため

に、水場を工夫して

いる人もいます。こ

うした心配りが、生

き物に生活の場を提

供することになって

います。 センサーカメラに写されたノウサギ（2010年1月）

土管の中で産卵するトウキョウサンショウウオ

トウキョウサンショウウオの産卵場所になって

いる土管

　市内には、写真のような多くの種類の外来生物が生息しています。中でも、
30年位前にテレビアニメの「ラスカル」で有名になった北米原産のアライ
グマが、全国各地で野生化し、分布を広げています。ペットとして数万頭も
輸入したものが、逃げたり、捨てられたりしたからです。市内でも各所で生
息が確認されています。
　また、東南アジア原産のタイワンリスも、70年位前に伊豆大島や鎌倉な
どで飼育されていたものが逃げ出し、大繁殖をして分布を広げています。市
内では、秋川の崖線緑地帯で野生化した群れが生息域を広げています。

　これらの外来生物は、果樹や農作物を食べ、家に侵入したり傷をつけた
りするばかりでなく、日本に昔からいる生物の生活をおびやかし、日本の
生態系のバランスを崩してしまいます。
　アライグマとタイワンリスは、2005年施行の外来生物法によって、持ち
込まない、持ち込んだものは野生化させない、野生化したものは駆除する「特
定外来生物」に指定されています。

市内で確認されている主な外来生物

めっきり姿を見なくなった生き物たちどっこい、こんな環境でも生きている！

アライグマ(北米原産）

　タイワンリス
(クリハラリス、東南アジア原産）

①ミシシッピアカミミガメ
　（ミドリガメ）

②アカボシゴマダラ

③ホソオチョウ

④ソウシチョウ

⑤ガビチョウ

⑥ウシガエル

⑦コクチバス

3.市内に広がる外来生物の脅威

　昭和40年代頃、日暮れ後の丘陵や台地、河原など

の草むらでノウサギが跳ね回るのをよく見かけたもの

です。夜釣りをする人は、暗くなった河原で安心して

動き回るノウサギの姿をよく観察していました。

　春、新緑の季節には、授乳を待つ仔ウサギが草むら

の木の根元で、じっとうずくまっていることがありま

した。

　冬、雪が積もる

と、秋留台地の畑

や栗林、河原など

に、ウサギの足跡

がたくさん残され

ていました。

（草花在住　70代

男性）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

　このリーフレットは、市民ボランティアである

「あきる野市自然環境調査部会」が、平成21年度

から行った調査をもとに作成したものです。調査

にあたっては、市民の皆さんから多数の貴重な情

報を寄せていただきました。

　私たちの周りには、多くの生物が生息し、それ

を支える多様な自然環境があります。豊かなあき

る野の自然を未来につなげるため、このリーフレッ

トが市民の皆さんの「身近な自然に目を向けるきっ

かけ」になることを願っています。

　3億年という歴史を持つあきる野の大地は、多様な

特徴を持っています。その主体である地形・地質によっ

て、植物の種や性質が変化し、そこに生きる動物の多

様性につながっています。

　秋川流域には、その歴史を証拠づける地層や化石が

豊富に分布しています。

　市内では、深山から丘陵・台地に至る多様な動植物

が見られます。

発行	あきる野市自然環境調査部会

	あきる野市環境経済部環境課

	〒197-0814　東京都あきる野市二宮350

	TEL　042-558-1111

	http://www.city.akiruno.tokyo.jp/

平成24年3月発行

　「森っこサンちゃん」は、あきる野市が取り組んでいる「郷土

の恵みの森づくり」のイメージキャラクター（トウキョウサンショ

ウウオ）です。

　トウキョウサンショウウオは、昭和６年

に市内（草花地区）で発見されており、本

市の里山環境の象徴といえるものです。

あきる野の自然


